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カーボンニュートラルへの挑戦！
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令和７年度マイスター・ハイスクール事業

マイスター・ハイスクール普及促進事業（連携体制強化型）

１ はじめに

２ 連携校（兵庫県立洲本実業高等学校・兵庫県立兵庫工業高等学校）の取組

３ 拠点校（兵庫県立姫路工業高等学校）の取組

４ まとめ

2



１ はじめに

カーボンニュートラルへの挑戦！
～蓄電池業界を牽引するゲームチェンジャーの育成～
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カーボンニュートラルへの挑戦！～蓄電池業界を牽引するゲームチェンジャーの育成～

マイスター･ハイスクール運営委員会

令和６年３月１日時点
関西蓄電池人材育成等コンソーシアム

マイスター・ハイスクール校内運営組織

校長

事務長

産学連携コーディネーター
（実務の総括）

教頭

各工業科長
（実践代表）

教務部長
（教育課程）

進路指導部長
（キャリア教育）

機械科 電気科

電子機械科

溶接科

デザイン科 工業化学科

【拠点校】兵庫県立姫路工業高校
 ・校長、教頭

 ・各工業科長

企業
・電池工業会
・電池サプライチェーン協議会
・ﾌﾟﾗｲﾑﾌﾟﾗﾈｯﾄｴﾅｼﾞｰ＆ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ

大学等
・大阪大学
・新居浜高専

行政
・兵庫県産業労働部
・兵庫県教育委員会
・近畿経済産業局

連携・暗黙知

検証・評価
指導・助言

知識・技術の習
得

成果・課題
調査・分析

連携・
形式知

連
携

・産学連携コーディネーター
（企業、近畿経済産業局と連携）

事業推進委員
会自走に向

けた取組

【
連
携
校
】
兵
庫
県
立
洲
本
実
業
高
校

兵
庫
県
立
兵
庫
工
業
高
校

金
融
機
関

地
元
銀
行

連携

連
携
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管理機関の役割（兵庫県教育委員会）1
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自治体と専門高校の目的1
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事業の評価について1
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① バッテリーに深く興味を持った生徒の割合
② 将来、バッテリーに関する職業に就きたいと考えた生

徒の割合
③ 様々な専門家との交流を通して、自分の進路について

考えることができた生徒の割合
④ カーボンニュートラルや環境問題について、理解が深

まった生徒の割合
⑤ 自身が目指す進路に関連した資格取得を積極的に

行った生徒の割合
⑥ 卒業後、学んだ内容に関連した産業に就職した生徒の

割合
⑦ 卒業後、学んだ内容に関連した進学先の割合
⑧ 成果発表会に参加した学校数
⑨ 生徒が成長したと感じる教員の割合

蓄電池に関する興味・関心、蓄電池技術に関する知識・技術の
習得、県内・県外の蓄電池企業への理解など、生徒および教
員の評価において、肯定的な意見が70％以上となることを
目標とする。

達成目標①

指標

生徒には自己評価、教員等には客観的評価（ルーブリッ
ク：５段階評価）を年度末に実施し、対象生徒の70%以
上がＢ以上になることを目指す。

指標

達成目標②

【ルーブリックの項目】

コミュニケー
ション力

行動力

共創力

知的好奇心

論理的思考力

課題設定力

創造発想力

対応力

言語表現力
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75%

25%

バッテリー技術に関する授

業や活動に参加して、興味を

持った生徒の割合

蓄電池に関する興味・関心、蓄電池技術に関する知識・技術の習得、県内・県外の蓄電池企業への理解など、生徒
および教員の評価において、肯定的な意見が70％以上となることを目標とする。

達成目標①

72%

28%

バッテリーの仕組みや応用

についてもっと知りたいと

思った生徒の割合

①バッテリーに深く興味を持った生徒の割合

32%

68%

将来、バッテリー技術に関連

する職業に就きたいと思う

生徒の割合

②将来、バッテリーに関する職業に就きたいと考えた生徒の割合

③様々な専門家との交流を通して、自分の進路につ
いて考えることができた生徒の割合

78%

22%

専門家との交流が進路選択

に役立ったと感じた生徒の

割合

80%

20%

専門家との交流を通じて、

新しい進路の選択肢を知る

ことができた生徒の割合

④カーボンニュートラルについて、理解が深まった生徒の割合

49%51%

バッテリー技術に関するインター

ンシップや職業体験に参加した

いと思う生徒の割合

76%

24%

カーボンニュートラルに関

する授業や活動が深まった

と感じた生徒の割合

82%

18%

カーボンニュートラルにつ

いての知識が増えたと感じ

た生徒の割合

肯定的な意見 その他の意見
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71%

29%

進路に関連する資格取得が

進路選択に役立ったと感じ

た生徒の割合

蓄電池に関する興味・関心、蓄電池技術に関する知識・技術の習得、県内・県外の蓄電池企業への理解など、生徒
および教員の評価において、肯定的な意見が70％以上となることを目標とする。

達成目標①

68%

32%

卒業後、学んだ学習に関連

した産業に就職した生徒の

割合

⑤自身が目指す進路に関連した資格取得を
積極的に行った生徒の割合

⑥卒業後、学んだ内容に関連した産業に就
職した生徒の割合

⑦卒業後、学んだ内容に関連した進学先の
割合

100

%

学んだ内容が現在の職業選

択に役立ったと回答した生

徒の割合

⑨生徒が成長したと感じる教員の割合

80%

20%

生徒の知的好奇心が向上し

たと感じた割合

⑧成果発表会に参加した学校数

69%

31%

生徒の論理的思考力が向

上したと感じた割合

2

3

0

1

2

3

4

令和６年度 令和７年度

肯定的な意見

その他の意見



事業の評価について
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生徒には自己評価、教員等には客観的評価（ルーブリック：５段階評価）を年度末に実施し、対象生徒の70%
以上がＢ以上になることを目指す。

達成目標②



教員による

評価
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知的好奇心

論理的思考力

課題設定力

生徒には自己評価、教員等には客観的評価（ルーブリック：５段階評価）を年度末に実施し、対象生徒の70%以
上がＢ以上になることを目指す。

達成目標②

ルーブリック ９つの力 変容を分析

工業化学科の生
徒が２年間でどう
変容したか
（２年生➨３年生）

学科の比較

工業化学化の生
徒と姫路工業高校
のその他学科の生
徒を比較

生徒による

自己評価

創造発想力

対応力

言語表現力

コミュニケーション力

行動力

共創力



２ 連携校の取組

兵庫県立洲本実業高等学校（R6年度～）

兵庫県立兵庫工業高等学校（R7年度～）

カーボンニュートラルへの挑戦！
～蓄電池業界を牽引するゲームチェンジャーの育成～
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⑤

③

⑭

⑲ ⑬

⑦ ⑩

①

⑨

④②

⑫

⑧

⑯

㉓

⑪ ⑥

⑳

⑮

⑰

㉒

㉑
たつの
市相生市

姫路市
小野市

西脇市

加古川
市

丹波篠山市

尼崎市
神戸市

洲本市

豊岡市

⑱

兵庫県立洲本実業高等学校（連携校）について

「誠実」「健康」の理念のもと、地域社会の一員としての自覚と、社会人基礎
力、勤労意欲を備えた、 人に愛され、夢の実現に努力し、各産業界で活躍でき
る人材を育成します。

【地域の特性】
〇淡路島は電池（バッテリー）関連企業が数多く
存在する一大拠点

〇バッテリー業界への就職に好意的で、本事業への
生徒の関心も高く、保護者の理解も深い

３学科（３クラス）

工業科（１年生）
機械科（２年生～）
電気科（２年生～）
地域商業科
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主な実習機器

シャーリングマシーン

ミニFA負荷
ユニット



⑤

③

⑭

⑲ ⑬

⑦ ⑩

①

⑨

④②

⑫

⑧

⑯

㉓

⑪ ⑥

⑳

⑮

⑰

㉒

㉑
たつの
市相生市

姫路市
小野市

西脇市

加古川
市

丹波篠山市

尼崎市
神戸市

洲本市

豊岡市

⑱

兵庫県立兵庫工業高等学校（連携校）について

「誠実勤勉であれ 根性のもち主であれ つねに明朗闊達であれ」の理念のもと、

新たな社会に対応できる専門知識と柔軟な思考力や洞察力、仲間から信頼される
協働の精神、健康な心身を保つ自己管理能力を備え、社会で自立し、産業界の未
来に貢献できる人材を育成する。

【地域の特性】
〇川崎重工業 兵庫工場や三菱電機 神戸製作所など
日本の重工業を支える工場が隣接された地域。

〇水素スマートシティ神戸構想を掲げ、「カーボンニュー
トラルポート」の推進に取り組んでいる。

７学科（８クラス）

総合理化学
建築 機械工学
電気工学 デザイン
都市環境工学 情報技術
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主な実習機器

ガスクロマトグラフ
質量分析計

５軸マシニングセンタ



連携校の取組２

座学

バッテリー人材育成テンプ
レート教材を活用した座学

専門教科との連携

実習

産業総合技術研究所
（AIST)

工場見学

PPES

探究学習

課題研究

中学生向け授業

電池製作体験の実施

県立洲本実業高等学校

電気科 2年生・３年生

県立兵庫工業高等学校

総合理化学科 ２年生

対象学科・学年

取組内容

 「電力技術」の単元「エネルギー」で活用（洲本実業）
 「電気をためる技術」の重要性や、「今こんな電池が作

られている」等最新事例を紹介
 「工業化学」の単元で活用（兵庫工業）

 地元バッテリー企業への就職指導時に「この会社
で何ができるか」、「バッテリーの必要性」等を考え
させる教材として活用

キャリア教育への活用
「バッテリー人材
育成テンプレート
教材」を活用
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連携校の取組２

１ 実施日時：令和７年４月～11月
２ 対象生徒：電気科2年生（県立洲本実業高校）、総合理化学科２年生（県立兵庫工業高校）
３ 実施場所：HR教室
４ 教材：第１章 電池について学ぶ理由、第２章 バッテリー業界の「今」を知ろう

第3章 自分の将来と、蓄電池産業の関わりについて、第4章 電池（バッテリー）の知識

とてもそう思う

42.9%どちらかといえば

そう思う

54.3%

どちらかといえ

ばそう思わない

2.9%

事後アンケート
「授業で使った教材（スライド）は分かりやす

かったか」

県立洲本実業高校,N=35

事後アンケート
「バッテリー（電池）に関して興味やワクワクを感じたか」

とてもそう思う

31.4%

どちらかといえ

ばそう思う

57.1%

どちらかといえば

そう思わない

8.6%

そう思わない

2.9%

とてもそう

思う

60.9%

どちらかといえば

そう思う

26.1%

どちらともい

えない

13.0%

県立兵庫工業高校,N=23県立洲本実業高校,N=35

座学
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連携校の取組２

事後アンケート
「将来バッテリーに関わる仕事もいいなと思ったか」

県立洲本実業高校,N=35 県立兵庫工業高校,N=23

とてもそう思う

25.7%

どちらかといえ

ばそう思う

48.6%

どちらかといえば

そう思わない

17.1%

そう思わない

8.6%
とてもそ

う思う

17.4%

どちらかといえば

そう思う

26.1%
どちらともい

えない

47.8%

どちらかといえばそ

う思わない

8.7%

未来の姿を考えて、そこ
で活躍する電池を考え
るワークが非常に楽し
かった。（洲本実業）

リチウムイオン電池につ
いてもっと深く知りた
いと思った。（兵庫工
業）

未来を変えていけるよ
うな人間になりたいと
思った。（洲本実業）

生徒の感想
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連携校の取組２

県立洲本実業高校

１ 実施日時：令和７年11月27日

２ 対象生徒：電気科2年生36名

県立兵庫工業高校

１ 実施日時：令和７年９月17日

２ 対象生徒：総合理化学科２年生40名

実習 国立研究開発法人 産業技術総合研究所（産総研） 関西センターにて電池製造体験

スラリー作製 塗工・熱風乾燥 プレス・切り出し
出力端子（リー

ド）付け
極板積層・ケース
封入・真空乾燥

注液・封口・充電 動作確認

作業工程

実施日時
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連携校の取組２

工場見学 プライムプラネットエナジー＆ソリューションズ（株） 姫路工場・洲本工場

県立洲本実業高校

１ 実施日時：令和７年11月20日

２ 対象生徒：電気科2年生36名

県立兵庫工業高校

１ 実施日時：令和７年10月22日

２ 対象生徒：総合理化学科２年生40名

実施内容実施目的

リチウムイオン電池の量産工場を
見学することで、電池への興味関
心を深める。

会社紹介・工場見学・講義

実施日時

充電体験 19



連携校の取組２

課題研究の取組（県立洲本実業高校）探究学習

研究テーマ

スライム電池の形状維持と性能向上

研究目的

 形状維持：液体ではなく扱いやすい
ゲル状を保つ

 性能安定：一瞬のスパークではなく
安定した電圧を出し続ける

研究成果
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連携校の取組２

探究学習中学生向け授業

１ 実施日時：８月２１日、２２日

２ 対象生徒（中学生）：２１日４名、２２日４名 計８名

３ 参加生徒：電気科３年生

４ 実施場所：洲本実業高等学校

オープンハイスクールにてレモン電池とスライム電池による電池製作体験

実施内容

 洲本実業の生徒による電池の説明
 スライム電池の作製と電圧測定
 レモン電池の作製と電圧測定、つな

ぎ方を替えた時の測定

専門的に学習していない中
学生に説明するのがとても
難しかった。もっと知識をつ
けて言語化を上手くできる
ようになっていきたい。

生徒の感想
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３ 拠点校（兵庫県立姫路工業高等学校）の取組

カーボンニュートラルへの挑戦！
～蓄電池業界を牽引するゲームチェンジャーの育成～

22
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３ 拠点校（兵庫県立姫路工業高等学校）の
取組について

• 兵庫県立姫路工業高校紹介
o全科（工業化学・機械・溶接・電子機械・電気・デザイン）

• マイスター・ハイスクール事業（MHP）について
o「モノ」と「学び」について
o取組事例紹介
o生徒の変容（分析と結果）
o普及・自走モデル
oまとめ
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拠点校（兵庫県立姫路工業高等学校）の取組について

• 兵庫県立姫路工業高校紹介
o全科（工業化学・機械・溶接・電子機械・電気・デザイン）

• マイスター・ハイスクール事業（MHP）について
o「モノ」と「学び」について
o取組事例紹介
o生徒の変容（分析と結果）
o普及・自走モデル
oまとめ



兵庫県立姫路工業高等学校について
• 兵庫県立姫路工業高等学校 -ものづくりの学校- ホームページ

25

https://www.hyogo-c.ed.jp/%7Ehimeji-ths/
https://www.hyogo-c.ed.jp/%7Ehimeji-ths/
https://www.hyogo-c.ed.jp/%7Ehimeji-ths/
https://www.hyogo-c.ed.jp/%7Ehimeji-ths/
https://www.hyogo-c.ed.jp/%7Ehimeji-ths/
https://www.hyogo-c.ed.jp/%7Ehimeji-ths/


「モノ」

学校紹介

26

工業化学科 デザイン科
機械科

溶接科

電子機械科

電気科

フロントランナー『姫工』
～一人ひとりが主人公、目指せ日本一～

6学科7クラス

２クラス
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拠点校（兵庫県立姫路工業高等学校）の取組について

• 兵庫県立姫路工業高校紹介
o全科（工業化学・機械・溶接・電子機械・電気・デザイン）

• マイスター・ハイスクール事業（MHP）について
o「モノ」と「学び」について
o取組事例紹介
o生徒の変容（分析と結果）
o普及・自走モデル
oまとめ



MHP講演会2025/2/6（inアクリエ姫路大ホール）
生徒による姫工MHP解説動画

28



MHP特別講演会について
• 2025年 2月 6日(木) 9:30～

• 内容：生徒発表（MHP解説）と成果、
基調講演、招待講演

• 対象：兵庫県立姫路工業高校1・2年生、

 兵庫県立洲本実業高校電気科3年生

• 運営：兵庫県立姫路工業高校工業化学科

3年生19人

司会・発表・受付・来賓対応・誘導等



兵庫県立姫路工業高校と
マイスター・ハイスクール事業（MHP）

30

2022年
（R4）

2023年
（R5）

2024年
（R6）

2025年
（R7）

2026年
（R8）

関西コンソ
BASC・BAJ

10月
PPES
連携

1-3月
MHP
申請

7月
MHP
採択

MHP
2年目

1月
MHP
報告

• 2023年 5月 兵庫県工業部会総会にてバッテリーワールドへの招待状

• 2023年 ７月 教材開発に協力開始、電池産業界や新居浜高専様（姫工：宇都宮）

• 2023年10月 PPES（BASC)様来校、兵庫県立姫路工業高校と連携開始

• 2024年 1月 MHP申請（兵庫県立姫路工業高校⇒教育委員会⇒文科省）

• 2024年 7月 MHP採択、事業開始

• 2025年蓄電池人材（専門分野の人材育成）＋地元企業重点育成 「モノ」から「学び」

• 2026年 まとめ・自走開始

教材開発 ステップ1 ステップ2



専門分野に特化した教材での学び
 蓄電池人材育成用教材

関西蓄電池人材育成等コンソーシアム

 蓄電池への興味関心

 「モノ」からの「学び」
わかりやすさを実感
（EV体験と開発教材）
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企業講師による授業:プライムプラネットエナジー＆ソリューションズ株式会社 様

R7年度
全学科2年生対象に開発教材活用
特別授業実施
＊企業講師と教員



企業連携で経験できた授業と実習
 コラボ授業

 特別授業＆実習
 （3年:5月6月7月、2年:9月12月）

 多岐にわたる専門分野
染料・めっき・水質分析・ホース類
酒造・蓄電池・銀行・保険・金融・
鉱石・吸水性材料・高分子材料・
最先端材料・MOF など
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企業と一緒に生み出せた特別授業＆課題研究
 蓄電池からの課題創出
 「モノ」からの課題創出

発電蓄電活用を学ぶ
⇒発電のための池づくり
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会社訪問＆工場見学

生徒＋企業 企業 生徒＋保護者＋企業 保護者＋企業

２０２５年５月１０日(土)実施 企業による参観授業（保護者も一緒に蓄電池分野へ）
プライムプラネットエナジー＆ソリューションズ株式会社 様
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太陽光パネル設置空間
蓄電池設置空間

井戸のポンプ100V （3台）



池づくり（水上発電、水力発電用、生物）
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自然エネルギーの活用（発電・蓄電・活用）

36

デザイン科
ビオトープ装飾
小学生講座用アーム

ロボット製作

デザ
イン科

工業
化学科



全科共創課題研究（発電と蓄電と活用）
ソーラーパネル＋蓄電池⇒井戸のポンプを稼働
水車・水上発電構想のための池づくりと水路増設
蓄電池⇒乗用EVカート

37

電気工事（電気科）

現
在
進
行
中

蓄電のための太陽光パネルの設置架台の製作・設置（溶接科） 

溶接科

電気科



レーシングBEVカートの製作
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機械科

電子
機械科



その他
MHP出前授業（環境学習）

・内容
ホタルを題材とした環境学習
SDGsやカーボンニュートラルについて

未
就
学
児

・対象 未就学児20人＋保護者20人
o講師は生徒（工業化学科2・3年生）

・対象 小学3年生79人 ＋ 教員複数人
o講師は生徒（工業化学科3年生）

小
学
生

39



40



蓄電池産業界
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学ぶための「モノ」を選ぶとしたら、何を選びますか？ （MHP特別講演会後1カ月～2か月）

MHP以前（R4-R5）
＊一人5個「モノ」を回答

バッテリー・蓄電池と回答
0 ／500個

（乾電池1回、電池も0）
⇒R5までは認識していない

MHP開始（R6-R7）
ワードクラウド
＊一人1個 回答 約180回答

⇒R6以降 蓄電池を認識



MHPの内容で最も印象に残っていること
【主な回答傾向】
• 電池関連の体験

• バッテリーの製作や分解、構造理解が印象的という声が多数。
• 企業・研究機関での実習や見学

• 産総研での実験、工場見学、現場の安全管理など。
• 再生可能エネルギーや環境問題

• SDGsやエネルギーの未来について考えるきっかけになった。
• 実際に動かす体験

• 電池を使って模型を動かす、電気自動車関連の技術に触れる。
• 専門家の講話

• 技術者や研究者の話が刺激的だったという意見。
【特徴】
• 「座学よりも体験型学習が印象に残った」という声が圧倒的。
• 実際に触れることで理解が深まったという評価が多い。

42

「battery」「factory」「renewable」
「SDGs」「electric vehicle」「hands-on 
learning」など、体験型学習や環境・エネル
ギー関連の語が目立った。



MHPについての全体の感想
• 全体的な評価

o「とても良かった」「貴重な経験」という肯定的な意見が多数。
o学校と企業の連携による実践的な学びを高く評価。

• 学びの内容
o電池・蓄電池関連の知識（構造、製作、用途、安全性）を深く学べた。
o再生可能エネルギーや環境問題への理解が広がった。
o工場見学や企業講話を通じて、現場の技術や安全管理を体験。

• 印象に残った点
o産総研でのバッテリー制作体験や、電池を使って模型を動かす実験。
o電気自動車や鍍金、水処理など幅広い分野に触れられたこと。

• 良かった点
o座学だけでなく、実際に見て触れる体験型学習が理解を深めた。
o就職や進路選択の視野が広がったという声も。
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蓄電池人材育成の姫工モデル
• （教材開発）関西蓄電池人材育成等コンソーシアム
• 教材活用（興味関心）知る（企業・関連産業）
• 学校と関連産業界（企業）との連携（共創）による授業・実習・課題研究
• 小型蓄電池製造実習、「モノ（本物）」を製造する
• 工場見学等で製造現場を実際に知る

44

関西コンソ

特定の産業界（蓄電池）

専門高校
（特色）

超人材
「学び」

専門
特殊
特定
選択的
機能的

「知る」 「知識」

教材
「モノ」

興味関心
＊称号募集



姫工モデル（前半）

就職希望者増加
主体的進路選択

自己効力感

仕事の意味づけ

産業の具体化
モノから学ぶ

先端産業ほど生徒との心理的距離が大きい
産業理解が抽象的
進路選択が受動的になりやすい

モノから学ぶオーセンティックな学び
- 実物の蓄電池
- 製造・評価・安全管理の現場知
- 技術者との直接対話

 産業を『体験できる学び』へ転換

45

学びの中核コンセプト

導入前の課題



姫工モデル（後半）

抽象的な産業 → 具体的なモノと工程
『難しい世界』→『理解できる技術』

蓄電池産業が自分事になる

自己効力感の向上『自分にも役割がある』
社会的意義の理解『脱炭素社会を支える仕事』

職業観の成熟

志望理由が具体化
第一志望として蓄電池分野を選択
主体的に企業を比較・選択

蓄電池産業＝複合産業であると理解
機械・電気・化学・IT・デザイン等
多様な専門の活かし方を発見

特定産業に限定せず応用可能
必要条件：モノ／人／探究時間
成果は『就職率』ではなく『学びの質』

進路は指導ではなく、納得できる
学びから生まれる

46

生徒の変化①（認知）

生徒の変化②（感情・価値観）

生徒の変化③（行動・進路）

異種多様な企業連携の効果

他校展開の可能性

まとめ



まとめ
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• 蓄電池人材育成
o教材パッケージの効果・活用事例の蓄積・教材の更新
o継続的な活動・予算が必要

• 姫路工業モデル
o蓄電池関連産業など一貫性のある（「モノ」から）内容として行う人材育成
o座学・実習・課題研究
o産官学それぞれが補完的な役割として

• 姫工モデル
o時代にあわせた人材育成が可能・自走可能
o自走 企業の協力は必須

• カーボンニュートラルへの挑戦！
o蓄電池関連産業界 社会課題

社会課題
↑

学校⇔産業界
↓ ↓

関西コンソ(近経局)
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ありがとうございました
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